
■研究発表論文

復興まちづくり事業における地域らしさの確保と緑に

関する研究
A Study on Regional＼Landscape Conservation for an Urban Renewal Project

石田 紘 之
辛
 斉 藤 庸 平

キⅢ

〃ラrqy材んあrSrrDA y。 施,sArTθ

Abstract i lvlany urban areas suffered damage by the Great Hanshin―Awai Earthquake Urban renewal projects occurred in areas

stricken by the greatest damage Vヽhen reneH′al projects M′ere completed,the previous urban for■l and character M′as lost,Inaking

uniformity an issue By this occurrence,city planning efforts to involve citizens in the continuation of regionalism、vas co■ceived

Therefore,this research embanked upon a hearing、vith the lead persOn of the city office for district urban renewal projects as a

means to organize ways to continue regional identity To clarify the relationship of regionalism and landscape, Area one of

Vヽestern Ashiya city was used a test case by investigating conditions before the earthquake and current of tree preservation and

resident questionnaires.The findings verified the trees remaining after the earthquake contributed to the continuation regionalism

and establishment of regional identity
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1.は じめに

多大な被害を及ぼした阪神 ・淡路大震災後,土 地区画整理事業

や都市再開発事業等の復興まちづくり事業が集中的に行われた。

このような震災復興後のまちに対して内田1)は
神戸市の復興都

市計画を検証 し,震 災後もとのまちの姿やよさがなくなり,画 一

的になりすぎたという課題を提示した。また田村 ・土井
2)の

研究

により,地 域の文脈を継承するという視点でのまちづくりの必要

性が示された。さらに武田ら3)によって生活者が据える好きな風

景は,震 災の被害で失われることのなかった緑の風景に依存して

おり,特 に公的な緑は永続性が高く,地 区の風景の骨格を形成す

る重要な役割を果たしてきたことが明らかにされている。

震災後のまちづくりではさまざまな形で樹木を残しているが,

しかしながら,樹 木と地域性の継承等に対する評価については十

分研究されていないのが実情である。

そこで本研究では,市 街地の震災復興事業を対象にどのように

地区内に残した樹木 (以下,保 存樹木と称する)が 地域らしさの

継承と土地区画整理事業後の地域のよさの向上にどのように寄与

しているかを明らかにすることを目的とする。

2.研 究方法

まず,震 災復興土地区画整理事業が行われている全 11地区の

うち,市 街化区域で実施された 10地区を対象に震災前に存在し

た要素で残 した事例,特 に既存樹木の保存実施の有無を明確にす

るために市役所の当時の担当者へのヒアリングを行った。

そのヒアリング結果をもとに, もっとも既存樹木の保存に力を

入れた地区を抽出し, この地区について既存樹木の本数,樹 種、

大きさ,保 存場所,保 存方法等について当時の調査資料の解析を

行い, さらに担当者ヒアリングや現地補足調査を実施した。

さらに保存樹木の視認性等の物理的特性を把握するために,保

存樹木と事業後に新たに植栽された樹木 (以下,新 植樹木と称す

る)を 比較調査した。

最後に既存樹木の保存方法に対する住民の評価を得るためにア

ンケー ト調査を行った。アンケー ト調査は,地 区内の戸建て住宅

戸数 300戸に配布 し,郵 送返却方式とした。2005年 1月 に実施

し,85戸 からの回答を得た。なお, この地区は震災後のまちづ

くりの際,行 政と住民,住 民どうしでも意見が食い違い対立した

地区であり,様 々な懸念が考えられたため郵送による個人の自由

意思で回答できる方法のみをとした。そのため,回 収率をあげる

ことはできず,全 体の 283%に 留まった。回答された住民の評

価ということを予め断っておくものである。分析も既存樹木間の

相対的な比較評価等にとどめた。

3.結 果

(1)震 災前に存在した要素の保存状況

各地区の市役所の担当者に対するヒアリング結果を表-1に ま

とめる。これよりと地蔵尊の保存と並び既存樹木の保存を行って

いる地区が最も多かった。また保存樹木の中には,火 災被災木を

公園にシンボル的に移植したり,社 寺の樹木を公園に移植したり

しているものもあることが分かった。ついで石の保存,水 辺の再

生や井戸の保存も行われていた。これらにより,残 された要素の

多くは自然的なものであることがわかった。

表-1 震 災前に存在した要素の保存状況

地 区 既存樹木 お地蔵 石 川・水路 弁 戸

兵南地区 O(既存の公固あり) 0

・
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